
★１次元セル・オートマトン（1dCAM.model） 
 

【モデルの概要】 
・ ステファン・ウォルフラム（Stephen Wolfram）による有名な 1次元のセル・オートマトンモ
デルを JAVA KK-MAS の環境に移植したものです1。単純な規則から複雑で多様な秩序が生

成される様子を手軽に観察することができます。 
・ ルールは簡単です。今、99 個のセルが一直線上に並んでいます（空間がループしているの
で厳密には環状につながっています）。各セルは「オン」（1）か「オフ」(0)の二つの状態を
持つものとします。モデルのマップ出力では「オン」が黒、「オフ」が白で表されています。 

・ 各セルの状態は、左右二つのセルの状態と自らの状態、つまり隣接する三つのセルの状態の

組み合わせに応じて変化していきます。このような組み合わせは、２×２×２=８通りあり
ます。８つの場合各々についてセルが次時点で「オン」「オフ」いずれの状態を取るかを決

めることで、セルの変化規則が定義されることになります。たとえば、デフォルトの設定で

はセルの変化規則は以下のようなものになっています（網掛け部は規則が適用されるセル）。 
 
   ０００ ００１ ０１０ ０１１ １００ １０１ １１０ １１１ 
    ↓   ↓   ↓   ↓   ↓   ↓   ↓   ↓ 
    ０   １   １   １   ０   ０   ０   ０ 
 
・ このような規則を各セルに適用したときに、セルの並び全体がどのように変化していくのか

を見るのがモデルの主眼です。モデルの出力のうち「状態遷移」は、各時点におけるセルの

並びの状態を、縦軸を時間軸として二次元空間にプロットしていったものです。セルの並び

の複雑な変化の様子がグラフィカルに表現されます。 
 
【操作方法】 
・ 三つのセルの状態の組み合わせ８通りに対して、「オン」「オフ」いずれかを指定することで

セルの変化規則が定まります。このような変化規則は論理的には２８＝２５６通り存在し、

コントロールパネルを操作することでこれらの規則を指定することができます。たとえば

「１０１」のボタンをオンにすると、左右のセルが「オン」で真ん中のセルが「オフ」の場

合、次の時点の真ん中のセルの状態は「オン」に変化することになります。 
・ また、初期時点でのセルの状態も変化させることができます。デフォルトでは、初期時点の

セルの状態は、真ん中のセルのみが「オン」ですが、コントロールパネルの「ランダムな初

期状態」のボタンをオンにし、下のスライドバーで「オン」のセルの比率を操作することで、

様々な初期状態をランダムに生成することができます。 
・ 様々な規則と様々な初期状態を組み合わせて、どのような秩序が生成されてくるかを観察し

てみましょう。 
 
                                                        
1 Stephen Wolfram, Cellular Automata as Simple Self-Organizing Systems (1982), 

http://www.stephenwolfram.com/publications/articles/ca/82-cellular/. やさしい解説は、スティーブ
ン・レビー『人工生命：デジタル生物の創造者たち』朝日新聞社、1996年、93－98ページ。 



 
【使用環境、配布場所等】 
・ 本モデルは、株式会社構造計画研究所の JAVA版 KK-MAS(2005年 6月 18日版)で動作確認
してあります。JAVA 版 KK-MAS については、http://www.kke.co.jp/iit/mas/index.html を参照
してください。 

・ 作者は、阪本拓人です。バグ報告等がございましたら、takutos@nifty.comまでお願いします。 
・ 最新版は山影研究室(http://citrus.c.u-tokyo.ac.jp/)にて配布します。不具合等が新たに発見され
た場合、KK-MASの仕様が変更になった場合等、修正を施すことがありますので、できる限
りここからダウンロードするようお願いします。 


